
•竹村克彦　久しぶりに他クラブを訪問しま
した。東京本郷ＲＣです。１月に入会された
高知出身の若者の卓話でした。

•鬼頭直也　結婚記念日のお祝いありがとう
ございます。ちょうど10年になりました。
•前川美智子　まず、ＩＭはとても内容の良
い素晴らしい会でした。中平真理子ガバナー
補佐、お疲れ様でした。そして、発表者の中
越さん、とても良いお話でした。お疲れ様で
した。ＰＳ.２月７日の観梅会では「はし拳」
で優勝できて楽しかったです。１回目対戦者
の鬼田さん、勝たせてくださりありがとう。
おかげ様です。お礼。
•福岡満喜子　中平ガバナー補佐、ＩＭお疲
れ様でした。的確なコメントでした。中越さ
ん、発表良かったです。
•ザ クラウンパレス新阪急高知　いつもサロン
イーストのご利用ありがとうございます。

◇ロータリーソング
  「春よ来い」
◇来訪ロータリアン及びお客さま
　高知ＲＣ　　川﨑敦子 氏
　米山記念奨学生
　　シティ ロダトゥル ファディラさん
◇会　長　挨　拶

　皆さん、こんにちは。
一雨ごとに春が近づいて
います。水仙の花が咲き、
菜の花も川べりで咲き始
めました。そして、雪割
り桜も、中平さんのマン

ションの北側の堤防で、桃色の花が満開に咲
いています。
　さて、先週はちょっと忙しく、16日の金曜
日の夜、３会長幹事会を行いました。この会
は、現会長・幹事、副会長・副幹事、副々会
長・副々幹事の集まりで、昨年度より始まり
ました。副々幹事が今年１月より、奉仕プロ
ジェクト研究会のリーダーに就任します。
リーダーの心得の話など、忌憚のない意見交
換の会合となっています。当日、大いに盛り
上がりました。真っ直ぐ家に帰ればよいもの
を、副々幹事の野町さんと裸の付き合いで土
佐御苑のお風呂に入り、身体を清め、朝４時
からの散歩で始まり、充実した長い１日を終
わることができました。
　翌日はＩＭが開催され15クラブ、209名の
参加で行われました。今年度発表のテーマは
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本日　３月６日㈬ 12：30  ザ クラウンパレス新阪急高知
　　　会員スピーチ
　　　 「私の履歴書」
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次週　３月13日㈬ 12：30  ザ クラウンパレス新阪急高知
　　　ゲストスピーチ
　　　 「困難を抱える子どもへの支援　～高知に子どもシェルターができます～」
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第2609回　例会報告／令和６年２月21日　天候　雨
「変化への対応、これからのロータリー」
で、各クラブ発表をされました。皆さん、場
馴れをされて非常にユーモアたっぷりの方が
多く、楽しい発表でした。何人かの発表内容
をご紹介します。
　地域に密着した活動、増強が必要、変えて
よいもの・いけないもの、地域でつながりを
持とう、今行っていることの磨きをかける、
多様性が必要、デジタル化、人材育成など、
内容の濃い発表でした。
　また、安芸ＲＣの発表者は手話のできる方
が壇上に上がり、発表と手話を行いました。
その後、安芸クラブの歌があるということで、
素晴らしい歌声で歌を聞かせていただき、
びっくりしたことでございます。
　閉会後、大懇親会が行われ、その後、また
１人で三翠園のお風呂に入り、朝４時からの
散歩で疲れた身体を癒やし、長い１日を終わ
ることができました。
　本日の卓話は、米山記念奨学生のシティ　
ロダトゥル　ファディラさんです。お世話ク
ラブの高知ＲＣから川﨑敦子さんが一緒に来
ていただいています。よろしくお願いいたし
ます。
◇国際奉仕委員会より
　書き損じハガキキャンペーンのご協力あり
がとうございました。合計１万1,934円が集
まり、送付いたしました。ご協力いただいた
皆さま、ありがとうございました。
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◇幹　事　報　告
・先週のレターボックス内のチョコレートは、
前川会員より頂きました。お礼申し上げま
す。
・ロータリー手帳の申込み、３月予定表の返

信が本日締め切りです。３月12日から14日
の情報集会には、いずれかへの出席の調整
をお願いします。
・来週、例会終了後に役員会を行います。

　私の名前はシティ ロダトゥル ファディラ
ですが、苗字はありません。インドネシア人
には苗字がないのが一般的です。家族は多く
て、両親と兄、姉、妹、弟、そして夫がいま
す。現在、高知工科大学の博士課程３年生で、
交通工学を勉強しています。
　インドネシアは世界で４番目に人口の多い
国で、２億7,000万人を超えています。500の
民族と700以上の言語があります。主な島は
スマトラ、ジャワ、カリマンタン、マルク、
シラウェシ、バリ、パプアです。私のふるさ
とは、南スマトラ州のパレンバン市でインド
ネシアで最も古い都市の一つです。ムシ川に
よって２つに分かれて、アンプラ橋で接続さ
れています。パレンバン市は石油、天然ガス、
石炭などの天然資源で有名で、ムシ川には多
くの物流船が行き交います。
　パレンバン市で最も人気のある伝統料理は
ペンペクで、甘酸っぱいソースが添えられて
いて、揚げ物、スープやタマゴ・エビ・ココ
ナッツミルク入りなど、様々なバリエーショ
ンがあります。現在、ペンペクはパレンバン
市だけでなく、ジャカルタ市や他の都市でも
簡単に見付けることができます。
　私が日本に来る前に勉強し、働いていたバ
ンドン市は、ジャカルタ市とスラバヤ市に次
いで、インドネシアで３番目に人口の多い都
市です。グドゥン・サテは、バンドン市の古
いランドマークです。グドゥン・サテは、イ
ンドネシアの有名な料理であるサテからきて

おり、サテは、味付けされた肉を串に刺して
グリルし、ソースを添えた料理です。また、
バンドン市はインドネシアの美食の楽園とし
て知られています。メインディッシュから軽
食、デザートまで様々な伝統料理があり、ア
ジアで最高の伝統料理を提供する都市、トッ
プにランクされています。その中で、最もス
コアの高い食べ物はバタゴールです。バタゴ
ールは、揚げた魚のお団子で、ピーナッツソ
ースが添えられています。バンドン市は素晴
らしい自然環境で人気の観光地でもあり、ジ
ャカルタ市内からも近いので、週末は訪れる
人も多いです。私は、大学課程に入学したた
め、2013年に西ジャワ州のバンドン市に引っ
越しました。
　私はバンドン工科大学を卒業しました。大
学時代は土木工学を専攻、大学院では交通工
学の専門分野を追究しました。大学院に通っ
ているとき広島大学で６カ月間、交換留学生
になる機会を得ました。日本に来たのは、そ
れが初めてでした。広島大学の交通工学研究
室に入学し、多くの素晴らしい先生や素敵な
友達に出会いました。今も学会で会ったりメ
ールで話しています。そのときに出会った先
生の一人が、私の博士号学位審査官です。
　日本とインドネシアの行動にいくつかの違
いがあります。日本人は、挨拶とお辞儀をし
ますが、インドネシア人は握手をします。日
本では病院や友人の家を訪ねるとき様々な予
約が必要ですが、インドネシアでは、特に家

族の家なら予約なしでも訪問できます。イン
ドネシアでは、歩きながらお菓子や飲み物を
食べる人をよくみかけます。日本ではラーメ
ンをすするのはおいしさの表現ですが、イン
ドネシアでは無礼だと見られます。
　日本について、私が最も印象に残っている
ことが３つあります。
　まず、ゴミ箱がほとんどないけれど、清潔
で整頓されていること。次に、日本の夕日は
とても美しいです。私の携帯電話は日本の素
晴らしい空と夕日の写真で一杯です。３番目
に秋は私の一番好きな季節です。日本ではい
ろんな所で紅葉を見ることができます。
　日本の中で好きなのは日本庭園とお城です。
そして、もちろん美味しい料理です。日本庭
園は季節ごとに新しい景色に変わります。お
城は訪れるべき魅力的な場所です。でも、最
も好きなのは食事で、いろいろな日本食を試
すのがとても楽しいです。また、日本では初
めてのことをいくつか経験しました。１つは
スキーです。インドネシアには冬がありませ
ん。２番目は寿司づくり、３番目は、いの町
で紙づくりを経験しました。どれも、とても
素晴らしい経験でした。
　現在、高知工科大学の都市交通計画研究室
に所属しています。コロナによって、予定よ
り１学期遅れて2022年４月に高知に来ました。
研究テーマは「二輪車依存都市における交通
管理システムの解析」です。このテーマを研
究するきっかけは、インドネシアにおける現
在の交通問題にあります。人口千人当たりの
バイク所有率は、台湾、ベトナム、タイ、マ
レーシアと並び、世界で最も高い国の一つで
あり、80％を超えています。政府は公共交通
機関に移行させるために、いくつかの取り組
みを行ってきましたが簡単なことではありま
せん。より大きなステップに進む前に、まず
彼らの行動を調整する必要があります。
　インドネシアの慢性的な交通渋滞を緩和す
るためには、より優れた交通管制システムが
必要で、重要なのは高度道路交通システムで
す。ジャカルタ市を含め、この制度をまだ完
全に導入していません。交通渋滞の緩和に効
果的であることが実証されているデバイスは、
道路脇の電子標識及び情報です。そのため、
私の研究では、インドネシアにおけるドライ

ブメッセンジャーサインと国家について分析
します。まず、バイクがどのようになると混
むのかを分析し、新しい交通管理システムの
有効性を評価するための交通シュミレーショ
ンモデルを開発。これにより、トラフィック
パフォーマンスの向上が期待されます。
　博士課程の学生の良い点の一つは、旅行を
しながら勉強できることです。初めての学術
旅行で２年前に勉強合宿のため松山市へ行き
ました。昨年の６月には、第62回土木計画学
研究発表会でポスター発表をするため、先生
と一緒に福岡へ行きました。これは日本国内
の学会ですので、論文は日本語でした。７月
には、交通分野の権威ある学会で研究発表す
る機会に恵まれ初めて北米に行きました。１
人で行ったので少し心配でしたが、このよう
な大きな学会に来られることがとても嬉しく
感謝しています。学会に参加する以外にも、
モントリオールの町を散策したり、おいしい
物を食べたり、公共交通機関を試したりでき
ました。モントリオールの地下鉄は特別で、
坂道を登るためのタイヤが付いています。９
月には研究発表のため、マレーシアに行って
きました。ここでは、様々な大学から来た新
しい友達や教授に出会いました。広島大学の
元指導教官にも会うことができ、この学会に
参加して本当によかったと思いました。
　私は幼稚園のころから大学の先生になりた
いと思っていました。学生の指導、研究、政
府のプロジェクトへの参加等々、大学の先生
として私にできる役割はたくさんあります。
そして、私はインドネシアの交通システムを
よりよいものにするために、貢献していきた
いと願っています。
◇米山記念奨学会委員長

　「日本ロータリークラ
ブと信託業の創立者」と
いう本を読んでいろいろ
勉強しました。
 米山先生は大正９年に
東京ＲＣを創設、チャー

ターメンバー25名は企業界のトップ中のトッ
プで、月１回の例会もままならない状態でし
た。大正12年関東大震災が起こり、東京壊滅
という情報が世界に流れ、世界中のロータリ
ークラブから寄付金、支援物資が届き、ここ

から、日本流の奉仕の精神が生まれます。こ
れをきっかけに、全国へロータリークラブが
広がります。
　米山記念奨学会は、米山梅吉先生の奉仕の

精神に則り発足されたものであり、我々も未
来永劫、受け継いでいかなければいけないと
いうことを深く実感した次第です。

•川﨑敦子（高知ＲＣ）　本日は米山奨学生、
シティ　ロダトゥル　ファディラさんを温か
くお迎えいただきありがとうございました。
千頭邦夫カウンセラーの代わりに不慣れな同
行でしたが、皆さまの歓迎に感謝申し上げニ
コニコします。
•𠮷永光男　ＩＭ発表の中越さん、ゴッチャ
ン、ゴッツウ良かった。ご苦労様。
•佐野博三　シティ　ロダトゥル　ファディ
ラさん Today table talk thank you very 
much
•松本隆之　シティさん、本日はわざわざお
越しいただきありがとうございました。
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「日本への旅：
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て知られています。メインディッシュから軽
食、デザートまで様々な伝統料理があり、ア
ジアで最高の伝統料理を提供する都市、トッ
プにランクされています。その中で、最もス
コアの高い食べ物はバタゴールです。バタゴ
ールは、揚げた魚のお団子で、ピーナッツソ
ースが添えられています。バンドン市は素晴
らしい自然環境で人気の観光地でもあり、ジ
ャカルタ市内からも近いので、週末は訪れる
人も多いです。私は、大学課程に入学したた
め、2013年に西ジャワ州のバンドン市に引っ
越しました。
　私はバンドン工科大学を卒業しました。大
学時代は土木工学を専攻、大学院では交通工
学の専門分野を追究しました。大学院に通っ
ているとき広島大学で６カ月間、交換留学生
になる機会を得ました。日本に来たのは、そ
れが初めてでした。広島大学の交通工学研究
室に入学し、多くの素晴らしい先生や素敵な
友達に出会いました。今も学会で会ったりメ
ールで話しています。そのときに出会った先
生の一人が、私の博士号学位審査官です。
　日本とインドネシアの行動にいくつかの違
いがあります。日本人は、挨拶とお辞儀をし
ますが、インドネシア人は握手をします。日
本では病院や友人の家を訪ねるとき様々な予
約が必要ですが、インドネシアでは、特に家

族の家なら予約なしでも訪問できます。イン
ドネシアでは、歩きながらお菓子や飲み物を
食べる人をよくみかけます。日本ではラーメ
ンをすするのはおいしさの表現ですが、イン
ドネシアでは無礼だと見られます。
　日本について、私が最も印象に残っている
ことが３つあります。
　まず、ゴミ箱がほとんどないけれど、清潔
で整頓されていること。次に、日本の夕日は
とても美しいです。私の携帯電話は日本の素
晴らしい空と夕日の写真で一杯です。３番目
に秋は私の一番好きな季節です。日本ではい
ろんな所で紅葉を見ることができます。
　日本の中で好きなのは日本庭園とお城です。
そして、もちろん美味しい料理です。日本庭
園は季節ごとに新しい景色に変わります。お
城は訪れるべき魅力的な場所です。でも、最
も好きなのは食事で、いろいろな日本食を試
すのがとても楽しいです。また、日本では初
めてのことをいくつか経験しました。１つは
スキーです。インドネシアには冬がありませ
ん。２番目は寿司づくり、３番目は、いの町
で紙づくりを経験しました。どれも、とても
素晴らしい経験でした。
　現在、高知工科大学の都市交通計画研究室
に所属しています。コロナによって、予定よ
り１学期遅れて2022年４月に高知に来ました。
研究テーマは「二輪車依存都市における交通
管理システムの解析」です。このテーマを研
究するきっかけは、インドネシアにおける現
在の交通問題にあります。人口千人当たりの
バイク所有率は、台湾、ベトナム、タイ、マ
レーシアと並び、世界で最も高い国の一つで
あり、80％を超えています。政府は公共交通
機関に移行させるために、いくつかの取り組
みを行ってきましたが簡単なことではありま
せん。より大きなステップに進む前に、まず
彼らの行動を調整する必要があります。
　インドネシアの慢性的な交通渋滞を緩和す
るためには、より優れた交通管制システムが
必要で、重要なのは高度道路交通システムで
す。ジャカルタ市を含め、この制度をまだ完
全に導入していません。交通渋滞の緩和に効
果的であることが実証されているデバイスは、
道路脇の電子標識及び情報です。そのため、
私の研究では、インドネシアにおけるドライ

ブメッセンジャーサインと国家について分析
します。まず、バイクがどのようになると混
むのかを分析し、新しい交通管理システムの
有効性を評価するための交通シュミレーショ
ンモデルを開発。これにより、トラフィック
パフォーマンスの向上が期待されます。
　博士課程の学生の良い点の一つは、旅行を
しながら勉強できることです。初めての学術
旅行で２年前に勉強合宿のため松山市へ行き
ました。昨年の６月には、第62回土木計画学
研究発表会でポスター発表をするため、先生
と一緒に福岡へ行きました。これは日本国内
の学会ですので、論文は日本語でした。７月
には、交通分野の権威ある学会で研究発表す
る機会に恵まれ初めて北米に行きました。１
人で行ったので少し心配でしたが、このよう
な大きな学会に来られることがとても嬉しく
感謝しています。学会に参加する以外にも、
モントリオールの町を散策したり、おいしい
物を食べたり、公共交通機関を試したりでき
ました。モントリオールの地下鉄は特別で、
坂道を登るためのタイヤが付いています。９
月には研究発表のため、マレーシアに行って
きました。ここでは、様々な大学から来た新
しい友達や教授に出会いました。広島大学の
元指導教官にも会うことができ、この学会に
参加して本当によかったと思いました。
　私は幼稚園のころから大学の先生になりた
いと思っていました。学生の指導、研究、政
府のプロジェクトへの参加等々、大学の先生
として私にできる役割はたくさんあります。
そして、私はインドネシアの交通システムを
よりよいものにするために、貢献していきた
いと願っています。
◇米山記念奨学会委員長

　「日本ロータリークラ
ブと信託業の創立者」と
いう本を読んでいろいろ
勉強しました。
 米山先生は大正９年に
東京ＲＣを創設、チャー

ターメンバー25名は企業界のトップ中のトッ
プで、月１回の例会もままならない状態でし
た。大正12年関東大震災が起こり、東京壊滅
という情報が世界に流れ、世界中のロータリ
ークラブから寄付金、支援物資が届き、ここ

から、日本流の奉仕の精神が生まれます。こ
れをきっかけに、全国へロータリークラブが
広がります。
　米山記念奨学会は、米山梅吉先生の奉仕の

精神に則り発足されたものであり、我々も未
来永劫、受け継いでいかなければいけないと
いうことを深く実感した次第です。

•川﨑敦子（高知ＲＣ）　本日は米山奨学生、
シティ　ロダトゥル　ファディラさんを温か
くお迎えいただきありがとうございました。
千頭邦夫カウンセラーの代わりに不慣れな同
行でしたが、皆さまの歓迎に感謝申し上げニ
コニコします。
•𠮷永光男　ＩＭ発表の中越さん、ゴッチャ
ン、ゴッツウ良かった。ご苦労様。
•佐野博三　シティ　ロダトゥル　ファディ
ラさん Today table talk thank you very 
much
•松本隆之　シティさん、本日はわざわざお
越しいただきありがとうございました。



•竹村克彦　久しぶりに他クラブを訪問しま
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•ザ クラウンパレス新阪急高知　いつもサロン
イーストのご利用ありがとうございます。

◇ロータリーソング
  「春よ来い」
◇来訪ロータリアン及びお客さま
　高知ＲＣ　　川﨑敦子 氏
　米山記念奨学生
　　シティ ロダトゥル ファディラさん
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•川﨑敦子（高知ＲＣ）　本日は米山奨学生、
シティ　ロダトゥル　ファディラさんを温か
くお迎えいただきありがとうございました。
千頭邦夫カウンセラーの代わりに不慣れな同
行でしたが、皆さまの歓迎に感謝申し上げニ
コニコします。
•𠮷永光男　ＩＭ発表の中越さん、ゴッチャ
ン、ゴッツウ良かった。ご苦労様。
•佐野博三　シティ　ロダトゥル　ファディ
ラさん Today table talk thank you very 
much
•松本隆之　シティさん、本日はわざわざお
越しいただきありがとうございました。



•竹村克彦　久しぶりに他クラブを訪問しま
した。東京本郷ＲＣです。１月に入会された
高知出身の若者の卓話でした。

•鬼頭直也　結婚記念日のお祝いありがとう
ございます。ちょうど10年になりました。
•前川美智子　まず、ＩＭはとても内容の良
い素晴らしい会でした。中平真理子ガバナー
補佐、お疲れ様でした。そして、発表者の中
越さん、とても良いお話でした。お疲れ様で
した。ＰＳ.２月７日の観梅会では「はし拳」
で優勝できて楽しかったです。１回目対戦者
の鬼田さん、勝たせてくださりありがとう。
おかげ様です。お礼。
•福岡満喜子　中平ガバナー補佐、ＩＭお疲
れ様でした。的確なコメントでした。中越さ
ん、発表良かったです。
•ザ クラウンパレス新阪急高知　いつもサロン
イーストのご利用ありがとうございます。

◇ロータリーソング
  「春よ来い」
◇来訪ロータリアン及びお客さま
　高知ＲＣ　　川﨑敦子 氏
　米山記念奨学生
　　シティ ロダトゥル ファディラさん
◇会　長　挨　拶

　皆さん、こんにちは。
一雨ごとに春が近づいて
います。水仙の花が咲き、
菜の花も川べりで咲き始
めました。そして、雪割
り桜も、中平さんのマン

ションの北側の堤防で、桃色の花が満開に咲
いています。
　さて、先週はちょっと忙しく、16日の金曜
日の夜、３会長幹事会を行いました。この会
は、現会長・幹事、副会長・副幹事、副々会
長・副々幹事の集まりで、昨年度より始まり
ました。副々幹事が今年１月より、奉仕プロ
ジェクト研究会のリーダーに就任します。
リーダーの心得の話など、忌憚のない意見交
換の会合となっています。当日、大いに盛り
上がりました。真っ直ぐ家に帰ればよいもの
を、副々幹事の野町さんと裸の付き合いで土
佐御苑のお風呂に入り、身体を清め、朝４時
からの散歩で始まり、充実した長い１日を終
わることができました。
　翌日はＩＭが開催され15クラブ、209名の
参加で行われました。今年度発表のテーマは

「変化への対応、これからのロータリー」
で、各クラブ発表をされました。皆さん、場
馴れをされて非常にユーモアたっぷりの方が
多く、楽しい発表でした。何人かの発表内容
をご紹介します。
　地域に密着した活動、増強が必要、変えて
よいもの・いけないもの、地域でつながりを
持とう、今行っていることの磨きをかける、
多様性が必要、デジタル化、人材育成など、
内容の濃い発表でした。
　また、安芸ＲＣの発表者は手話のできる方
が壇上に上がり、発表と手話を行いました。
その後、安芸クラブの歌があるということで、
素晴らしい歌声で歌を聞かせていただき、
びっくりしたことでございます。
　閉会後、大懇親会が行われ、その後、また
１人で三翠園のお風呂に入り、朝４時からの
散歩で疲れた身体を癒やし、長い１日を終わ
ることができました。
　本日の卓話は、米山記念奨学生のシティ　
ロダトゥル　ファディラさんです。お世話ク
ラブの高知ＲＣから川﨑敦子さんが一緒に来
ていただいています。よろしくお願いいたし
ます。
◇国際奉仕委員会より
　書き損じハガキキャンペーンのご協力あり
がとうございました。合計１万1,934円が集
まり、送付いたしました。ご協力いただいた
皆さま、ありがとうございました。
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◇幹　事　報　告
・先週のレターボックス内のチョコレートは、
前川会員より頂きました。お礼申し上げま
す。
・ロータリー手帳の申込み、３月予定表の返

信が本日締め切りです。３月12日から14日
の情報集会には、いずれかへの出席の調整
をお願いします。
・来週、例会終了後に役員会を行います。

　私の名前はシティ ロダトゥル ファディラ
ですが、苗字はありません。インドネシア人
には苗字がないのが一般的です。家族は多く
て、両親と兄、姉、妹、弟、そして夫がいま
す。現在、高知工科大学の博士課程３年生で、
交通工学を勉強しています。
　インドネシアは世界で４番目に人口の多い
国で、２億7,000万人を超えています。500の
民族と700以上の言語があります。主な島は
スマトラ、ジャワ、カリマンタン、マルク、
シラウェシ、バリ、パプアです。私のふるさ
とは、南スマトラ州のパレンバン市でインド
ネシアで最も古い都市の一つです。ムシ川に
よって２つに分かれて、アンプラ橋で接続さ
れています。パレンバン市は石油、天然ガス、
石炭などの天然資源で有名で、ムシ川には多
くの物流船が行き交います。
　パレンバン市で最も人気のある伝統料理は
ペンペクで、甘酸っぱいソースが添えられて
いて、揚げ物、スープやタマゴ・エビ・ココ
ナッツミルク入りなど、様々なバリエーショ
ンがあります。現在、ペンペクはパレンバン
市だけでなく、ジャカルタ市や他の都市でも
簡単に見付けることができます。
　私が日本に来る前に勉強し、働いていたバ
ンドン市は、ジャカルタ市とスラバヤ市に次
いで、インドネシアで３番目に人口の多い都
市です。グドゥン・サテは、バンドン市の古
いランドマークです。グドゥン・サテは、イ
ンドネシアの有名な料理であるサテからきて

おり、サテは、味付けされた肉を串に刺して
グリルし、ソースを添えた料理です。また、
バンドン市はインドネシアの美食の楽園とし
て知られています。メインディッシュから軽
食、デザートまで様々な伝統料理があり、ア
ジアで最高の伝統料理を提供する都市、トッ
プにランクされています。その中で、最もス
コアの高い食べ物はバタゴールです。バタゴ
ールは、揚げた魚のお団子で、ピーナッツソ
ースが添えられています。バンドン市は素晴
らしい自然環境で人気の観光地でもあり、ジ
ャカルタ市内からも近いので、週末は訪れる
人も多いです。私は、大学課程に入学したた
め、2013年に西ジャワ州のバンドン市に引っ
越しました。
　私はバンドン工科大学を卒業しました。大
学時代は土木工学を専攻、大学院では交通工
学の専門分野を追究しました。大学院に通っ
ているとき広島大学で６カ月間、交換留学生
になる機会を得ました。日本に来たのは、そ
れが初めてでした。広島大学の交通工学研究
室に入学し、多くの素晴らしい先生や素敵な
友達に出会いました。今も学会で会ったりメ
ールで話しています。そのときに出会った先
生の一人が、私の博士号学位審査官です。
　日本とインドネシアの行動にいくつかの違
いがあります。日本人は、挨拶とお辞儀をし
ますが、インドネシア人は握手をします。日
本では病院や友人の家を訪ねるとき様々な予
約が必要ですが、インドネシアでは、特に家

族の家なら予約なしでも訪問できます。イン
ドネシアでは、歩きながらお菓子や飲み物を
食べる人をよくみかけます。日本ではラーメ
ンをすするのはおいしさの表現ですが、イン
ドネシアでは無礼だと見られます。
　日本について、私が最も印象に残っている
ことが３つあります。
　まず、ゴミ箱がほとんどないけれど、清潔
で整頓されていること。次に、日本の夕日は
とても美しいです。私の携帯電話は日本の素
晴らしい空と夕日の写真で一杯です。３番目
に秋は私の一番好きな季節です。日本ではい
ろんな所で紅葉を見ることができます。
　日本の中で好きなのは日本庭園とお城です。
そして、もちろん美味しい料理です。日本庭
園は季節ごとに新しい景色に変わります。お
城は訪れるべき魅力的な場所です。でも、最
も好きなのは食事で、いろいろな日本食を試
すのがとても楽しいです。また、日本では初
めてのことをいくつか経験しました。１つは
スキーです。インドネシアには冬がありませ
ん。２番目は寿司づくり、３番目は、いの町
で紙づくりを経験しました。どれも、とても
素晴らしい経験でした。
　現在、高知工科大学の都市交通計画研究室
に所属しています。コロナによって、予定よ
り１学期遅れて2022年４月に高知に来ました。
研究テーマは「二輪車依存都市における交通
管理システムの解析」です。このテーマを研
究するきっかけは、インドネシアにおける現
在の交通問題にあります。人口千人当たりの
バイク所有率は、台湾、ベトナム、タイ、マ
レーシアと並び、世界で最も高い国の一つで
あり、80％を超えています。政府は公共交通
機関に移行させるために、いくつかの取り組
みを行ってきましたが簡単なことではありま
せん。より大きなステップに進む前に、まず
彼らの行動を調整する必要があります。
　インドネシアの慢性的な交通渋滞を緩和す
るためには、より優れた交通管制システムが
必要で、重要なのは高度道路交通システムで
す。ジャカルタ市を含め、この制度をまだ完
全に導入していません。交通渋滞の緩和に効
果的であることが実証されているデバイスは、
道路脇の電子標識及び情報です。そのため、
私の研究では、インドネシアにおけるドライ

ブメッセンジャーサインと国家について分析
します。まず、バイクがどのようになると混
むのかを分析し、新しい交通管理システムの
有効性を評価するための交通シュミレーショ
ンモデルを開発。これにより、トラフィック
パフォーマンスの向上が期待されます。
　博士課程の学生の良い点の一つは、旅行を
しながら勉強できることです。初めての学術
旅行で２年前に勉強合宿のため松山市へ行き
ました。昨年の６月には、第62回土木計画学
研究発表会でポスター発表をするため、先生
と一緒に福岡へ行きました。これは日本国内
の学会ですので、論文は日本語でした。７月
には、交通分野の権威ある学会で研究発表す
る機会に恵まれ初めて北米に行きました。１
人で行ったので少し心配でしたが、このよう
な大きな学会に来られることがとても嬉しく
感謝しています。学会に参加する以外にも、
モントリオールの町を散策したり、おいしい
物を食べたり、公共交通機関を試したりでき
ました。モントリオールの地下鉄は特別で、
坂道を登るためのタイヤが付いています。９
月には研究発表のため、マレーシアに行って
きました。ここでは、様々な大学から来た新
しい友達や教授に出会いました。広島大学の
元指導教官にも会うことができ、この学会に
参加して本当によかったと思いました。
　私は幼稚園のころから大学の先生になりた
いと思っていました。学生の指導、研究、政
府のプロジェクトへの参加等々、大学の先生
として私にできる役割はたくさんあります。
そして、私はインドネシアの交通システムを
よりよいものにするために、貢献していきた
いと願っています。
◇米山記念奨学会委員長

　「日本ロータリークラ
ブと信託業の創立者」と
いう本を読んでいろいろ
勉強しました。
 米山先生は大正９年に
東京ＲＣを創設、チャー
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から、日本流の奉仕の精神が生まれます。こ
れをきっかけに、全国へロータリークラブが
広がります。
　米山記念奨学会は、米山梅吉先生の奉仕の
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ン、ゴッツウ良かった。ご苦労様。
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ラさん Today table talk thank you very 
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•松本隆之　シティさん、本日はわざわざお
越しいただきありがとうございました。
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•前川美智子　まず、ＩＭはとても内容の良
い素晴らしい会でした。中平真理子ガバナー
補佐、お疲れ様でした。そして、発表者の中
越さん、とても良いお話でした。お疲れ様で
した。ＰＳ.２月７日の観梅会では「はし拳」
で優勝できて楽しかったです。１回目対戦者
の鬼田さん、勝たせてくださりありがとう。
おかげ様です。お礼。
•福岡満喜子　中平ガバナー補佐、ＩＭお疲
れ様でした。的確なコメントでした。中越さ
ん、発表良かったです。
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　米山記念奨学生
　　シティ ロダトゥル ファディラさん
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一雨ごとに春が近づいて
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めました。そして、雪割
り桜も、中平さんのマン

ションの北側の堤防で、桃色の花が満開に咲
いています。
　さて、先週はちょっと忙しく、16日の金曜
日の夜、３会長幹事会を行いました。この会
は、現会長・幹事、副会長・副幹事、副々会
長・副々幹事の集まりで、昨年度より始まり
ました。副々幹事が今年１月より、奉仕プロ
ジェクト研究会のリーダーに就任します。
リーダーの心得の話など、忌憚のない意見交
換の会合となっています。当日、大いに盛り
上がりました。真っ直ぐ家に帰ればよいもの
を、副々幹事の野町さんと裸の付き合いで土
佐御苑のお風呂に入り、身体を清め、朝４時
からの散歩で始まり、充実した長い１日を終
わることができました。
　翌日はＩＭが開催され15クラブ、209名の
参加で行われました。今年度発表のテーマは

「変化への対応、これからのロータリー」
で、各クラブ発表をされました。皆さん、場
馴れをされて非常にユーモアたっぷりの方が
多く、楽しい発表でした。何人かの発表内容
をご紹介します。
　地域に密着した活動、増強が必要、変えて
よいもの・いけないもの、地域でつながりを
持とう、今行っていることの磨きをかける、
多様性が必要、デジタル化、人材育成など、
内容の濃い発表でした。
　また、安芸ＲＣの発表者は手話のできる方
が壇上に上がり、発表と手話を行いました。
その後、安芸クラブの歌があるということで、
素晴らしい歌声で歌を聞かせていただき、
びっくりしたことでございます。
　閉会後、大懇親会が行われ、その後、また
１人で三翠園のお風呂に入り、朝４時からの
散歩で疲れた身体を癒やし、長い１日を終わ
ることができました。
　本日の卓話は、米山記念奨学生のシティ　
ロダトゥル　ファディラさんです。お世話ク
ラブの高知ＲＣから川﨑敦子さんが一緒に来
ていただいています。よろしくお願いいたし
ます。
◇国際奉仕委員会より
　書き損じハガキキャンペーンのご協力あり
がとうございました。合計１万1,934円が集
まり、送付いたしました。ご協力いただいた
皆さま、ありがとうございました。
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・ロータリー手帳の申込み、３月予定表の返

信が本日締め切りです。３月12日から14日
の情報集会には、いずれかへの出席の調整
をお願いします。
・来週、例会終了後に役員会を行います。
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ですが、苗字はありません。インドネシア人
には苗字がないのが一般的です。家族は多く
て、両親と兄、姉、妹、弟、そして夫がいま
す。現在、高知工科大学の博士課程３年生で、
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とは、南スマトラ州のパレンバン市でインド
ネシアで最も古い都市の一つです。ムシ川に
よって２つに分かれて、アンプラ橋で接続さ
れています。パレンバン市は石油、天然ガス、
石炭などの天然資源で有名で、ムシ川には多
くの物流船が行き交います。
　パレンバン市で最も人気のある伝統料理は
ペンペクで、甘酸っぱいソースが添えられて
いて、揚げ物、スープやタマゴ・エビ・ココ
ナッツミルク入りなど、様々なバリエーショ
ンがあります。現在、ペンペクはパレンバン
市だけでなく、ジャカルタ市や他の都市でも
簡単に見付けることができます。
　私が日本に来る前に勉強し、働いていたバ
ンドン市は、ジャカルタ市とスラバヤ市に次
いで、インドネシアで３番目に人口の多い都
市です。グドゥン・サテは、バンドン市の古
いランドマークです。グドゥン・サテは、イ
ンドネシアの有名な料理であるサテからきて

おり、サテは、味付けされた肉を串に刺して
グリルし、ソースを添えた料理です。また、
バンドン市はインドネシアの美食の楽園とし
て知られています。メインディッシュから軽
食、デザートまで様々な伝統料理があり、ア
ジアで最高の伝統料理を提供する都市、トッ
プにランクされています。その中で、最もス
コアの高い食べ物はバタゴールです。バタゴ
ールは、揚げた魚のお団子で、ピーナッツソ
ースが添えられています。バンドン市は素晴
らしい自然環境で人気の観光地でもあり、ジ
ャカルタ市内からも近いので、週末は訪れる
人も多いです。私は、大学課程に入学したた
め、2013年に西ジャワ州のバンドン市に引っ
越しました。
　私はバンドン工科大学を卒業しました。大
学時代は土木工学を専攻、大学院では交通工
学の専門分野を追究しました。大学院に通っ
ているとき広島大学で６カ月間、交換留学生
になる機会を得ました。日本に来たのは、そ
れが初めてでした。広島大学の交通工学研究
室に入学し、多くの素晴らしい先生や素敵な
友達に出会いました。今も学会で会ったりメ
ールで話しています。そのときに出会った先
生の一人が、私の博士号学位審査官です。
　日本とインドネシアの行動にいくつかの違
いがあります。日本人は、挨拶とお辞儀をし
ますが、インドネシア人は握手をします。日
本では病院や友人の家を訪ねるとき様々な予
約が必要ですが、インドネシアでは、特に家

族の家なら予約なしでも訪問できます。イン
ドネシアでは、歩きながらお菓子や飲み物を
食べる人をよくみかけます。日本ではラーメ
ンをすするのはおいしさの表現ですが、イン
ドネシアでは無礼だと見られます。
　日本について、私が最も印象に残っている
ことが３つあります。
　まず、ゴミ箱がほとんどないけれど、清潔
で整頓されていること。次に、日本の夕日は
とても美しいです。私の携帯電話は日本の素
晴らしい空と夕日の写真で一杯です。３番目
に秋は私の一番好きな季節です。日本ではい
ろんな所で紅葉を見ることができます。
　日本の中で好きなのは日本庭園とお城です。
そして、もちろん美味しい料理です。日本庭
園は季節ごとに新しい景色に変わります。お
城は訪れるべき魅力的な場所です。でも、最
も好きなのは食事で、いろいろな日本食を試
すのがとても楽しいです。また、日本では初
めてのことをいくつか経験しました。１つは
スキーです。インドネシアには冬がありませ
ん。２番目は寿司づくり、３番目は、いの町
で紙づくりを経験しました。どれも、とても
素晴らしい経験でした。
　現在、高知工科大学の都市交通計画研究室
に所属しています。コロナによって、予定よ
り１学期遅れて2022年４月に高知に来ました。
研究テーマは「二輪車依存都市における交通
管理システムの解析」です。このテーマを研
究するきっかけは、インドネシアにおける現
在の交通問題にあります。人口千人当たりの
バイク所有率は、台湾、ベトナム、タイ、マ
レーシアと並び、世界で最も高い国の一つで
あり、80％を超えています。政府は公共交通
機関に移行させるために、いくつかの取り組
みを行ってきましたが簡単なことではありま
せん。より大きなステップに進む前に、まず
彼らの行動を調整する必要があります。
　インドネシアの慢性的な交通渋滞を緩和す
るためには、より優れた交通管制システムが
必要で、重要なのは高度道路交通システムで
す。ジャカルタ市を含め、この制度をまだ完
全に導入していません。交通渋滞の緩和に効
果的であることが実証されているデバイスは、
道路脇の電子標識及び情報です。そのため、
私の研究では、インドネシアにおけるドライ

ブメッセンジャーサインと国家について分析
します。まず、バイクがどのようになると混
むのかを分析し、新しい交通管理システムの
有効性を評価するための交通シュミレーショ
ンモデルを開発。これにより、トラフィック
パフォーマンスの向上が期待されます。
　博士課程の学生の良い点の一つは、旅行を
しながら勉強できることです。初めての学術
旅行で２年前に勉強合宿のため松山市へ行き
ました。昨年の６月には、第62回土木計画学
研究発表会でポスター発表をするため、先生
と一緒に福岡へ行きました。これは日本国内
の学会ですので、論文は日本語でした。７月
には、交通分野の権威ある学会で研究発表す
る機会に恵まれ初めて北米に行きました。１
人で行ったので少し心配でしたが、このよう
な大きな学会に来られることがとても嬉しく
感謝しています。学会に参加する以外にも、
モントリオールの町を散策したり、おいしい
物を食べたり、公共交通機関を試したりでき
ました。モントリオールの地下鉄は特別で、
坂道を登るためのタイヤが付いています。９
月には研究発表のため、マレーシアに行って
きました。ここでは、様々な大学から来た新
しい友達や教授に出会いました。広島大学の
元指導教官にも会うことができ、この学会に
参加して本当によかったと思いました。
　私は幼稚園のころから大学の先生になりた
いと思っていました。学生の指導、研究、政
府のプロジェクトへの参加等々、大学の先生
として私にできる役割はたくさんあります。
そして、私はインドネシアの交通システムを
よりよいものにするために、貢献していきた
いと願っています。
◇米山記念奨学会委員長

　「日本ロータリークラ
ブと信託業の創立者」と
いう本を読んでいろいろ
勉強しました。
 米山先生は大正９年に
東京ＲＣを創設、チャー

ターメンバー25名は企業界のトップ中のトッ
プで、月１回の例会もままならない状態でし
た。大正12年関東大震災が起こり、東京壊滅
という情報が世界に流れ、世界中のロータリ
ークラブから寄付金、支援物資が届き、ここ

から、日本流の奉仕の精神が生まれます。こ
れをきっかけに、全国へロータリークラブが
広がります。
　米山記念奨学会は、米山梅吉先生の奉仕の

精神に則り発足されたものであり、我々も未
来永劫、受け継いでいかなければいけないと
いうことを深く実感した次第です。

•川﨑敦子（高知ＲＣ）　本日は米山奨学生、
シティ　ロダトゥル　ファディラさんを温か
くお迎えいただきありがとうございました。
千頭邦夫カウンセラーの代わりに不慣れな同
行でしたが、皆さまの歓迎に感謝申し上げニ
コニコします。
•𠮷永光男　ＩＭ発表の中越さん、ゴッチャ
ン、ゴッツウ良かった。ご苦労様。
•佐野博三　シティ　ロダトゥル　ファディ
ラさん Today table talk thank you very 
much
•松本隆之　シティさん、本日はわざわざお
越しいただきありがとうございました。

高知第Ⅰ分区・第Ⅱ分区　ＩＭ
2024年２月17日㈯　於：三翠園
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● 出席率報告 ●

２月21日
２月７日

総数
－7 57
－8 57

出席
39
38

欠席
6
0

メイク
アップ HC出席率

68.42％
66.67％

出席率
88％
100％

5
11

● ニコニコ箱 ●

先週まで
ニコニコ
1,035,450円
16,150円

1,051,600円

7,128円
500円
7,628円

1,042,578円
16,650円

1,059,228円

チビニコ 合　計

２月21日
今期の累計

■高知東ＲＣ当面の日程
・情報集会
　３月12日㈫～14日㈭　18：30～（得月樓）
　３月13日㈬　13：30～
　　　　　　　　　（ザ クラウンパレス）
３月20日㈬　休会（国民の休日）
３月27日㈬　役員会

４月３日㈬　定例理事会
４月10日㈬　例会変更
　　　　　　11日㈭　８ＲＣ合同夜間例会
　　　　　　　　　　（仁淀ＲＣ・ザ クラウンパレス）
４月17日㈬　第５回（次年度第１回）クラブ
　　　　　　協議会（次年度）（得月樓）
４月24日㈬　役員会

　３年前に猿田会員のご家庭に長期交換学生として来ていたダイアナが高知ＲＣの
杉本会員と共に英会話教室に来てくれました。
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